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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成21年11月27日に提出いたしました第６期第２四半期(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)四半期

報告書の記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出するも

のであります。

 

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　第２　事業の状況

　　２　事業等のリスク

　　　Ⅱ　直接子会社のリスク

　　　　２　生命保険会社３社のリスク

　　　　　（1）生命保険事業について

　　　　　　①生命保険事業と法的規制

　　　　　　　エ　ソルベンシー・マージン比率

 

　　４　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

　　（2）生命保険会社３社（単体）に関する事項

　　　②財政状態

　　　　Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命保険株式会社

 

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第一部 【企業情報】

第２ 【事業の状況】

２ 【事業等のリスク】

Ⅱ　直接子会社のリスク

　　２　生命保険会社３社のリスク

　　　（1）生命保険事業について

　　　　①生命保険事業と法的規制

　　　　　エ　ソルベンシー・マージン比率

（訂正前）

ソルベンシー・マージンは、大地震や株の暴落等、通常の予測を超えて発生するリスクに対応するた

めの財務的な余裕である「支払余力」を意味しております。生命保険会社は、将来の保険金等の支払い

に備えて通常予測できる範囲のリスクについては、責任準備金を積み立てて対応しておりますが、ソル

ベンシー・マージンは、これを超えるリスクへの備えとなります。ソルベンシー・マージン比率は、

「ソルベンシー・マージン総額」(純資産の部合計、価格変動準備金、危険準備金、一般貸倒引当金等)

を、通常の予測を超えて発生するリスクを計量化した「リスクの合計額」の２分の１で割ることによ

り算出される比率であります。

生命保険会社のソルベンシー・マージン比率が200％を下回った場合には、監督当局から早期に経営

の健全性の回復を図るための措置(早期是正措置)がとられることになります。

生命保険会社３社のソルベンシー・マージン比率については、平成21年９月30日現在、太陽生命

987.6％、大同生命1,008.9％、Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命760.9％となっております。

なお、上記の算出方法については、平成21年８月28日付で、金融庁より「ソルベンシー・マージン比

率の見直しの改定骨子（案）」が公表されております。金融庁の規制の内容はまだ確定しておりませ

んが、見直しの内容が確定・適用された場合には、生命保険会社３社のソルベンシー・マージン比率は

低下する可能性があり、当社グループの業績及び財務状況に悪影響を与える可能性があります。

　　（以下略）

 

 

（訂正後）

ソルベンシー・マージンは、大地震や株の暴落等、通常の予測を超えて発生するリスクに対応するた

めの財務的な余裕である「支払余力」を意味しております。生命保険会社は、将来の保険金等の支払い

に備えて通常予測できる範囲のリスクについては、責任準備金を積み立てて対応しておりますが、ソル

ベンシー・マージンは、これを超えるリスクへの備えとなります。ソルベンシー・マージン比率は、

「ソルベンシー・マージン総額」(純資産の部合計、価格変動準備金、危険準備金、一般貸倒引当金等)

を、通常の予測を超えて発生するリスクを計量化した「リスクの合計額」の２分の１で割ることによ

り算出される比率であります。
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生命保険会社のソルベンシー・マージン比率が200％を下回った場合には、監督当局から早期に経営

の健全性の回復を図るための措置(早期是正措置)がとられることになります。

生命保険会社３社のソルベンシー・マージン比率については、平成21年９月30日現在、太陽生命

987.6％、大同生命1,008.9％、Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命764.6％となっております。

なお、上記の算出方法については、平成21年８月28日付で、金融庁より「ソルベンシー・マージン比

率の見直しの改定骨子（案）」が公表されております。金融庁の規制の内容はまだ確定しておりませ

んが、見直しの内容が確定・適用された場合には、生命保険会社３社のソルベンシー・マージン比率は

低下する可能性があり、当社グループの業績及び財務状況に悪影響を与える可能性があります。

　　（以下略）

 

 

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（2）生命保険会社３社（単体）に関する事項

　　②財政状態

　　　Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命保険株式会社

　　（訂正前）

当第２四半期末の総資産は1兆3,175億円（前事業年度末比12.5％増）となりました。

主な資産構成は、有価証券1兆1,845億円（同15.6％増）、金銭の信託531億円（同17.8％減）、現金及び預貯

金216億円（同13.8％増）、コールローン170億円（同29.2％減）であります。

負債の部合計は1兆2,718億円（同13.1％増）となりました。その大部分を占める保険契約準備金は1兆

2,608億円（同13.3％増）となっております。

純資産の部合計は457億円（同2.8％減）となりました。純資産の部中、その他有価証券評価差額金は△6億

円（同44.2％減）となっております。

ソルベンシー・マージン比率は760.9％（前事業年度末は832.0％）となりました。また、実質純資産は931

億円（前事業年度末は871億円）となりました。

　　（以下略）

 

 

　　（訂正後）

当第２四半期末の総資産は1兆3,175億円（前事業年度末比12.5％増）となりました。

主な資産構成は、有価証券1兆1,845億円（同15.6％増）、金銭の信託531億円（同17.8％減）、現金及び預貯

金216億円（同13.8％増）、コールローン170億円（同29.2％減）であります。

負債の部合計は1兆2,718億円（同13.1％増）となりました。その大部分を占める保険契約準備金は1兆

2,608億円（同13.3％増）となっております。

純資産の部合計は457億円（同2.8％減）となりました。純資産の部中、その他有価証券評価差額金は△6億

円（同44.2％減）となっております。

ソルベンシー・マージン比率は764.6％（前事業年度末は836.8％）となりました。また、実質純資産は931

億円（前事業年度末は871億円）となりました。

　　（以下略）
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